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参加申込はこちらから！

主催 長沼町タンチョウも住めるまちづくり専門部会

KODOMO湿地交流つるい委員会

宮島沼の会

メール seisakusuishinka@ad.maio-net.jp

締切：9.18(金)

担当 長沼町政策推進課

長沼町×鶴居村×美唄市
タンチョウ子ども交流ツアー

in 美唄市、長沼町



日時 内容 備考

10/10(土)

集合 12:30
解散 18:30

【宮島沼】
・開会式
・マガンについてレクチャー
・田んぼでのレクリエーション
・マガンのねぐら入りを見学

集合・解散：長沼町役場
※昼食を済ませて、お越しください

10/11(日)

集合 9:00
解散 13:30

【長沼町】
・イネ刈りの体験
・舞鶴遊水地の近くでタンチョウさがし
・閉会式
・昼食

集合：長沼町役場
解散：南長沼会館
※昼食は事務局で用意します

対　象　町内の小中学生
定　員　15名程
参加費　2,000円
申　込　裏面の専用フォームより、
　　　　9月18日(金)までにお申し込みください

タンチョウ子ども交流ツアーとは？

タンチョウという共通点を持つ鶴居村と長沼町は、2018年から交流を続けています。
2025年からは、美唄市の「宮島沼」で活動する子どもたちとも交流が始まりました。
今年は、８月８日～９日に、長沼町と美唄市の子どもたちが鶴居村を訪れて、
釧路湿原の散策や、タンチョウの巣の観察を行いました。
今回は、初めて宮島沼を訪れ、
１日目に宮島沼、２日目に長沼町で、３つのまちの子どもたちが交流します！

マガンとは？
・タンチョウと同じ水鳥です。
・渡り鳥で、毎年4,000キロの旅をします。
　北海道には、春と秋にやって来ます。
・宮島沼は、毎年、春と秋になると、
　数万羽のマガンがやって来て、休息します。
　日中は、近くの田んぼで落ちモミを食べます。

注意事項
・プログラムの内容は一部変更になる可能性があります。
・宿泊はありません。
・原則、子どものみの参加です。
・基本的には2日間の参加をお願いいたします。
・申込多数の場合、先着順で参加者を定員に収める可能性があります。
・持ち物などの詳細は、参加者決定後に別途お知らせいたします

活動予定
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